
目黒のサクラ基金は「目黒の桜を後世に伝えてきたい」という皆様の暖かいお気持ちを寄付金という形でお寄せいただくもの
です。平成26年3月から平成30年12月末までに、555件19,382,356円のご寄付をいただきました。毎年ご寄付を
くださる方など、たくさんのご寄付をいただきありがとうございます。いただいたご寄付は、桜の保全や更新のため、大切に
使わせていただきます。

寄付方法
6ふるさとチョイスホームページから寄付する
目黒区の寄付メニューのうち、「目黒のサクラを守りたい！（サクラ基金）」を選んでいただくと目黒の
サクラ基金にご寄付いただけます。クレジットカード決済、ATM・ネットバンク振込がご利用できます。

6窓口で寄付する
目黒区総合庁舎6階みどりと公園課窓口へお越しください。その場でご寄付いただけます。

6郵便局から振り込む
サクラ基金パンフレットの「払込取扱票」に必要事項を記入してお近くの郵便局（ゆうちょ銀行）からお振込みください（手数
料はかかりません）。目黒のサクラ基金パンフレットの郵送をご希望される方はみどりと公園課へお問い合わせください。

6お近くの地区サービス事務所やみどりと公園課窓口で募金する（※寄付金控除は受けられません）
北部地区サービス事務所、中央地区サービス事務所、南部地区サービス事務所、西部地区サービス事務所、総合庁舎６階み
どりと公園課窓口に募金箱を設置しています。

目 黒 の サ ク ラ 基 金

平成 29 年12 月からふるさと納税サイト

「ふるさとチョイス」からご寄付いただけるようになりました！

ふるさとチョイスHP

目黒の桜の風景

目黒のサクラ保全事業の流れ 倒木の危険がある桜を
伐採し、新しい桜を
植えるのには
１本あたり
100万円程
かかります

樹木診断 サクラ再生実行計画作成 保全・更新
倒木の危険
がある桜に
ついては安
全のため先
行して伐採
を行います

平成31年2月発行

目黒区みどりと公園課

03-5722-9745
目黒のサクラ保全事業だより

目黒区内の公園や緑道、道路緑地などには約2,300本の桜があり
ますが、老齢化などにより、樹勢の低下や倒木などが懸念されていま
す。桜の保全や更新の取り組みが必要となっていることから、目黒区
では平成25年度に目黒のサクラ基金を設立し、目黒のサクラ保全事
業を行っています。皆様からいただいたご寄付を活用し、目黒の桜の
風景を未来へ伝えていきます。 積雪により倒木した桜

呑川本流緑道
碑文谷公園

駒場野公園

目黒川

樹木医による樹木診断を行い、
個々の桜の健康状態を把握しま
す。初期診断、外観診断、精密
診断の3つの診断があります

桜の保護や植替えなどの将来
像について地域の皆様と検討
を行い、地域に合ったサクラ
再生実行計画を作成します

再生実行計画に基
づき、植替えや保
護を実施します



これまでに、樹木診断や倒木の危険のある桜の伐採、サクラ再生実行計画作成などを行いました。

6平成30年度は、碑さくら通り、碑文谷五丁目緑地、目黒川緑地帯でこれまでに伐採をしたところについて新植を進めてい
ます。伐採を行った場所については、サクラ再生実行計画に基づき、順次新植を進めていきます。

6倒木の危険のある桜の伐採や抜根を行います。
6保全可能な桜については、樹勢回復などを行い、保護していきます。
6公園や緑道のサクラ再生実行計画を作成します。　� 　6地域の皆様と桜の保全を行う「桜

さくら

守
もり

活動」を進めていきます。

サ ク ラ 保 全 事 業 の 取 組 み

今 後 の 予 定

樹木診断

伐採・抜根

サクラ再生
実行計画作成 保全・更新

公園や緑道、道路緑地などの桜、
延べ 1,512本について樹木診断を行い、
1本 1本の桜の状態を調べました。

樹木診断の結果、倒木の危険があると判定された 34本の桜の伐採、
15本の抜根を行いました。

碑さくら通り、田向円融寺通り、碑文谷五丁目緑地、
目黒川緑地帯、児童遊園のサクラ再生実行計画を作
成しました。

平成 30年度は立会川緑道と呑川
本流緑道で検討会を開催しました。

駒場野公園の桜
の樹勢回復作業
を行いました。

樹木診断を行った場所

目黒川緑地帯、碑さくら通り、
田向円融寺通り、碑文谷五丁
目緑地、立会川緑道、呑川緑
道、九品仏川緑道、駒場野公園、
菅刈公園、碑文谷公園　など

伐採や抜根を行った場所

目黒川緑地帯、碑さくら通り、
田向円融寺通り、碑文谷五丁
目緑地、立会川緑道、油面公園
など

幹の内部には空洞がある
場合があります

精密診断では機械を使用して幹内部の空洞の有無を調べることができます

根を掘り起こして抜根します

倒木の危険があり伐採した桜

目黒川のサクラ再生実行計画
検討会では、地域の方と実際
に現地を見ながら、現状の問
題点などを確認しました

大きな木はクレーンを使って少しずつ切っていきます


